
　
今
年
で
平

成
が
終
わ
る

▼
昭
和
か
ら

平
成
へ
の

年
、1
9
8
9
年
は
昭
和
天
皇

崩
御
に
続
き
、手
塚
治
虫
、松
下

幸
之
助
、
美
空
ひ
ば
り
と
い
っ

た
方
々
が
亡
く
な
っ
た
。
一
方

バ
ブ
ル
景
気
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁

崩
壊
、冷
戦
終
結
と
い
う
、暗
さ

か
ら
明
る
さ
へ
の
転
換
の
時
代

で
あ
っ
た
。
平
成
は
4
月
30
日

で
終
わ
り
5
月
1
日
か
ら
新
元

号
と
な
る
が
、
今
回
は
譲
位
で

あ
り
特
段
の
暗
さ
は
な
い
▼
天

皇
は
85
歳
と
い
う
高
齢
を
理
由

に
退
位
さ
れ
る
。
退
位
に
対
し

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る

だ
ろ
う
が
、
長
生
き
は
喜
ば
し

い
こ
と
だ
。皇
后
と
お
二
人
、高

齢
夫
婦
で
の
活
動
が
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
る
が
、
高
齢
化
社
会

の
幸
運
な
象
徴
で
あ
る
▼
高
齢

に
な
る
と
手
助
け
が
必
要
に
な

る
。
し
か
し
助
け
て
く
れ
る
人

が
い
な
か
っ
た
り
、
い
て
も
高

齢
者
で
あ
る
こ
と
が
増
え
て
き

た
。
手
助
け
し
て
も
ら
え
る
人

は
幸
せ
で
あ
る
▼
病
気
に
な
る

と
誰
も
が
人
の
助
け
を
借
り

る
。
高
齢
者
は
な
お
さ
ら
だ
。

医
療
の
進
歩
で
高
齢
で
も
治
療

は
成
功
す
る
こ
と
が
増
え
た
。

し
か
し
そ
の
後
体
力
が
落
ち
以

前
の
生
活
に
す
ぐ
に
は
戻
れ
な

い
。
十
分
な
援
助
が
な
い
と
再

び
悪
化
す
る
。
医
療
費
よ
り
介

護
費
が
か
か
る
よ
う
に
な
る
。

長
生
き
し
て
も
素
直
に
喜
べ
な

い
時
代
に
な
っ
た
▼
少
子
化
社

会
で
は
高
齢
者
も
い
ず
れ
は
減

少
し
高
齢
者
の
社
会
保
障
費
も

増
加
し
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
誰

も
が
年
を
取
る
。
高
齢
者
へ
の

社
会
保
障
を
目
の
敵
に
し
な

い
、
高
齢
者
が
喜
ん
で
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
る
政
策
の
始
ま
る

年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。 （
恭
仁
）

　
2
0
1
9
年
が

始
ま
っ
た
。
年
の

始
め
に
経
営
部
会

の
活
動
に
つ
い
て

何
点
か
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

　
ま
ず
共
済
制
度
に
つ
い
て
、

会
員
各
位
に
ご
愛
顧
い
た
だ
き

感
謝
す
る
。
ま
た
、
地
区
医
師

会
の
金
融
共
済
委
員
各
位
に
は

案
件
の
調
査
を
お
願
い
し
運
営

に
ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
る
。

　
保
険
医
年
金
の
幹
事
会
社
で

あ
る
三
井
生
命
保
険
株
式
会
社

は
本
年
4
月
に
大
樹
生
命
保
険

株
式
会
社
に
社
名
が
変
更
さ
れ

る
。
会
社
組
織
自
体
は
変
わ
り

な
い
と
説
明
を
受
け
て
い
る
の

で
、
ご
安
心
い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
の
ほ
か
斡
旋
融
資
制
度
、

休
業
補
償
制
度
、
医
師
賠
償
責

任
保
険
も
変
わ
ら
ず
、
よ
り
一

層
ご
愛
顧
い
た
だ
け
る
と
あ
り

が
た
い
。
グ
ル
ー
プ
保
険
も
導

入
後
、
徐
々
に
加
入
者
が
増
え

て
い
る
。

　
消
費
税
は
今
年
10
月
、
10
％

に
改
定
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る

が
、
当
協
会
は
非
課
税
を
維
持

し
た
上
で
医
療
の
非
課
税
還
付

方
式
で
未
補
填
の
控
除
対
象
外

消
費
税
を
解
消
す
る
こ
と
を
理

事
会
で
決
議
し
た
。
昨
年
末
発

表
さ
れ
た
与
党
税
制
大
綱
で

は
、「
診
療
報
酬
の
配
点
を
精

緻
化
す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関

種
別
の
補
填
の
バ
ラ
つ
き
は
是

正
さ
れ
る
が
、
実
際
の
補
填
状

況
を
継
続
的
に
調
査
し
、
必
要

に
応
じ
て
診
療
報
酬
の
配
点
方

法
を
見
直
す
こ
と
が
望
ま
れ

る
」
と
記
載
さ
れ
た
。
こ
の
政

策
の
評
価
は
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
が
、
非
課
税
が
維
持
さ

れ
た
こ
と
は
評
価
し
た
い
。

　
し
か
し
、「
モ
ノ
」
と
「
技

術
」、
つ
ま
り
購
入
費
用
な
ど

と
診
療
報
酬
と
い
う
全
く
異

な
っ
た
体
系
の
も
の
と
の
間

で
、「
精
緻
」
に
補
填
す
る
の

は
無
理
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

診
療
報
酬
10
月
改
定
に
お
い
て

全
体
で
0
・
41
％
引
き
上
げ
と

さ
れ
、
今
後
中
医
協
で
検
討
さ

れ
て
い
く
。
検
討
内
容
は
も
ち

ろ
ん
、
改
定
後
の
補
填
状
況
の

検
証
に
つ
い
て
も
注
目
し
て
い

き
た
い
。

共
済
制
度
の
さ
ら
な
る
発
展
と

控
除
対
象
外
消
費
税
の
解
消
に
注
力

厚
労
省
が「
外
来
医
師
偏
在
指
標
」を
提
示

「
可
視
化
」「
協
議
」で
自
由
開
業
規
制
か

　
国
は
、
改
正
医
療
法
・
医
師
法
法
（
2
0
1
8
年
7
月
成
立
）
に
基
づ
く
医
師
の
地
域
偏

在
是
正
に
向
け
、
物
差
し
と
し
て
の
医
師
偏
在
指
標
を
策
定
。
同
指
標
を
用
い
て
〈
医
師
多
数

区
域
〉〈
医
師
少
数
区
域
〉
を
指
定
し
、
都
道
府
県
に
医
師
確
保
計
画
を
策
定
さ
せ
る
べ
く
、

医
療
従
事
者
の
需
給
に
関
す
る
検
討
会
・
医
師
需
給
分
科
会
で
の
議
論
を
進
め
て
い
る
。
18
年

12
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
同
第
26
回
分
科
会
で
は
、
す
で
に
示
し
て
い
る
〈
医
師
偏
在
指
標
〉

と
は
別
に
、〈
外
来
医
師
偏
在
指
標
〉
が
新
た
に
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
協
会
は
自
由
開
業

規
制
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
見
解
（
関
連
3
面
）
を
ま
と
め
、
2
月
8
日
に
厚
労
省
と
京
都
選

出
国
会
議
員
へ
届
け
る
予
定
だ
。

都
市
部
へ
の
偏
り
是
正

が
名
目
に

　
改
正
法
に
は
、「
地
域
の
外

来
医
療
の
偏
在
・
不
足
等
へ
の

対
応
」
と
し
て
、
外
来
医
療
機

能
の
偏
在
・
不
足
等
の
情
報
を

可
視
化
す
べ
く
、
二
次
医
療
圏

を
基
本
と
す
る
区
域
ご
と
に
外

来
医
療
関
係
者
に
よ
る
協
議
の

場
を
設
け
る
こ
と
等
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
た
（
改
正
医
療
法
第

4
〜
5
節
他
）。
こ
れ
が
今
回

の
〈
外
来
医
師
偏
在
指
標
〉
の

根
拠
で
あ
る
。

　
提
案
さ
れ
た
診
療
所
医
師
の

偏
在
是
正
策
は
、
都
道
府
県
の

医
師
確
保
計
画
と
同
様
、
2
0

2
0
年
度
実
施
が
目
指
さ
れ
る
。

　
国
は
、
都
市
部
へ
の
無
床
診

療
所
開
設
の
偏
り
是
正
に
向

け
、
医
師
全
体
の
偏
在
の
度
合

い
を
示
す
医
師
偏
在
指
標
（
本

紙
3
0
3
7
号
既
報
）
だ
け
で

な
く
、
よ
り
外
来
医
療
の
実
態

を
踏
ま
え
た
指
標
＝
外
来
医
療

の
偏
在
指
標
が
必
要
で
あ
り
、

指
標
に
よ
っ
て
「
新
た
に
開
業

し
よ
う
と
し
て
い
る
医
療
関
係

者
等
が
自
主
的
な
経
営
判
断
を

行
う
に
あ
た
っ
て
の
有
益
な
情

報
と
し
て
」「
可
視
化
」
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
外
来
医
療
の
偏
在
指
標
は
、

全
体
の
医
師
偏
在
指
標
を
参
考

に
検
討
。
外
来
の
診
療
科
別
の

指
標
に
つ
い
て
は
別
途
の
討
議

と
し
、
地
域
に
お
け
る
外
来
診

療
の
病
院
・
診
療
所
の
対
応
割

合
も
計
算
式
に
反
映
す
る
と

な
っ
て
い
る
。

開
業
届
出
用
紙
に

「
合
意
」
欄
？

　
以
上
を
踏
ま
え
て
提
案
さ
れ

た
「
外
来
医
師
偏
在
指
標
」
が

（
図
1
）
で
あ
る
。

　
こ
の
指
標
を
全
国
3
3
5
の

二
次
医
療
圏
ご
と
に
集
計
し
、

上
位
〇
％
を
〈
外
来
医
師
多
数

区
域
〉
と
し
、
国
は
都
道
府
県

に
情
報
提
供
す
る
。
新
規
開
業

希
望
者
は
可
視
化
さ
れ
た
情
報

を
用
い
て
、「
自
主
的
な
行
動

変
容
を
促
」
さ
れ
、
そ
れ
が
偏

在
是
正
に
つ
な
が
る
の
だ
と
い

う
。

　
そ
の
上
で
、
偏
在
へ
の
具
体

的
対
応
案
と
し
て
次
の
こ
と
が

機
能
が
不
足
し
て
い
る
か
、
地

域
ご
と
に
議
論
し
、
可
視
化
し

て
い
く
。
そ
の
上
で
、
外
来
医

師
多
数
区
域
で
は
、
地
域
に
必

要
と
さ
れ
る
医
療
機
能
を
担
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
協
議
を
行
っ
て
も
な
お
、

外
来
医
師
多
数
区
域
で
診
療
所

の
新
規
開
業
を
行
う
場
合
に
お

い
て
は
、
在
宅
医
療
、
救
急
医

療
、
公
衆
衛
生
等
に
つ
い
て
の

機
能
を
担
う
よ
う
に
求
め
る
。

　
つ
い
て
は
外
来
医
師
多
数
区

域
で
は
新
規
開
業
者
に
対
す
る

「
届
出
様
式
」
に
、
地
域
で
定

め
る
不
足
医
療
機
能
を
担
う
こ

と
を
合
意
す
る
旨
を
記
載
す
る

欄
を
設
け
、
協
議
の
場
（
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
で
も
可
）

で
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

合
意
欄
へ
の
記
載
が
な
い
場
合

は
会
議
へ
の
出
席
を
求
め
る
。

主
体
的
開
業
規
制
の

シ
ス
テ
ム
化

　
外
来
医
師
多
数
区
域
設
定
の

目
的
は
、
開
業
規
制
そ
れ
自
体

で
あ
る
。

　
2
0
1
8
年
か
ら
、
京
都
府

で
は
京
都
市
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
に
京
都
市
を
4
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
た
会
議
が
新
設
さ

れ
、
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
地
区
医
師
会
や
ブ

ロ
ッ
ク
内
の
病
院
、
介
護
関
係

者
も
参
加
し
、
地
域
の
医
療
資

源
に
か
か
る
実
状
の
共
有
が
図

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
協
議

の
場
を
通
じ
、
需
給
に
ま
つ
わ

る
課
題
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
共

有
さ
れ
、
京
都
府
を
は
じ
め
と

し
た
自
治
体
が
中
心
と
な
っ

て
、
課
題
解
決
が
図
ら
れ
る
な

ら
歓
迎
さ
れ
よ
う
。

　
だ
が
万
一
、
仮
に
外
来
医
師

多
数
区
域
に
お
け
る
医
師
の
新

規
開
業
に
つ
い
て
の
協
議
の
場

と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
が
活
用
さ
れ
る
な
ら

ば
、
会
議
の
性
格
は
大
き
く
変

述
べ
ら
れ
る
。

　
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
有
効

に
活
用
す
る
観
点
か
ら
、
ま
ず

は
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な
医
療

わ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
文
字
通
り
、
地
域
の
関
係
者

に
よ
る
主
体
的
な
開
業
規
制
の

シ
ス
テ
ム
化
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
開
業
医

医
療
の
否
定
に

　
外
来
医
療
の
不
足
す
る
地
域

へ
の
医
師
確
保
は
必
要
だ
が
、

あ
ま
り
に
安
易
に
自
由
開
業
規

制
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
印
象
が

拭
え
な
い
。

　
医
師
団
体
と
し
て
訴
え
る
べ

き
は
、
医
師
自
身
の
開
業
の
動

機
で
あ
る
。
医
業
が
成

り
立
つ
か
否
か
は
開
業

に
あ
た
っ
て
の
重
要
な

尺
度
で
は
あ
る
。
だ

が
、
そ
れ
だ
け
で
医
師

は
そ
の
地
に
開
業
す
る

わ
け
で
は
な
い
。

　
こ
の
地
で
開
業
し
、

地
域
の
中
で
住
民
の
生

命
と
健
康
を
支
え
、
守

り
た
い
と
い
う
初
心
も

な
く
、
開
業
す
る
医
師

な
ど
い
な
い
。
そ
う
し

た
初
心
が
医
師
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
根
底
に

あ
り
、
開
業
医
は
地
域

を
支
え
続
け
て
き
た
。

　
今
回
の
開
業
規
制
は

そ
う
し
た
医
師
の
メ
ン

タ
リ
テ
ィ
を
も
根
本
的

に
否
定
す
る
も
の
だ
。

図 1 医療従事者の需給に関する検討会・第26回医師需給分科会（18年12月26日）
資料「2. 外来医療機能に関する情報の可視化について」より

2 0 1 9 年 （平成 3 1 年） 1 月 2 5 日 第 3 0 4 2 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行
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主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険
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入
院
料
5
対
策
と
は
、
入
院

基
本
料
や
特
定
入
院
料
を
算
定

す
る
に
あ
た
っ
て
整
備
が
求
め

ら
れ
て
い
る
①
入
院
診
療
計
画

②
院
内
感
染
防
止
対
策
③
医
療

安
全
管
理
体
制
④
褥
瘡
対
策
⑤

栄
養
管
理
体
制
―
の
五
つ
の
施

設
基
準
で
あ
る
。

　
④
褥
瘡
対
策
で
は
、
専
任
の

医
師
や
経
験
あ
る
専
任
の
看
護

職
員
か
ら
な
る
褥
瘡
対
策
チ
ー

ム
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
の

他
、
褥
瘡
対
策
の
手
順
が
重
要

と
な
る
。（
a
）
日
常
生
活
自

立
度
が
判
定
さ
れ
て
お
り
、

（
b
）
低
い
（
Ｂ
Ｃ
ラ
ン
ク
）

患
者
に
つ
い
て
は
、
危
険
因
子

の
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
。（
c
）「
あ
り
」「
で
き
な

い
」
が
1
つ
で
も
あ
れ
ば
褥
瘡

状
態
を
評
価
し
、
診
療
（
看

護
）
計
画
を
立
て
、
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
c
）
に
つ
い
て
は
、「
実
施
」

を
除
い
て
、
確
実
に
前
述
の
専

任
者
が
行
っ
て
い
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　
⑤
栄
養
管
理
体
制
で
は
、
常

勤
の
管
理
栄
養
士
配
置
（
病

院
）
の
他
、
褥
瘡
対
策
と
同

様
、
そ
の
手
順
が
重
要
と
な

る
。
管
理
栄
養
士
任
せ
で
は
な

く
、
医
師
、
看
護
師
等
多
職
種

で
栄
養
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
。「
栄
養
管
理
手
順
」

に
よ
り
確
認
さ
れ
る
の
で
、
当

該
手
順
に
各
職
種
の
役
割
を
明

記
し
て
お
く
と
よ
い
。

　
ま
た
、
手
順
に
は
再
評
価
の

実
施
時
期
も
明
記
し
て
お
き
た

い
。
入
院
診
療
計
画
書
の
「
特

別
な
栄
養
管
理
の
必
要
性
」
欄

で
「
有
」
と
な
っ
て
い
る
患
者

に
つ
い
て
は
、
栄
養
管
理
計
画

書
の
作
成
が
必
要
な
の
で
、
確

実
に
作
成
で
き
て
い
る
か
、
手

順
に
従
い
再
評
価
が
行
え
て
い

る
か
、
栄
養
管
理
計
画
書
ま
た

は
写
し
が
カ
ル
テ
に
貼
付
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
等
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。

　
2
0
1
8
年
診
療
報
酬
改
定

に
お
い
て
、
1
年
に
限
っ
て
延

長
さ
れ
た
要
介
護
被
保
険
者
の

外
来
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
だ
が
、

そ
の
算
定
期
限
が
い
よ
い
よ

迫
っ
て
き
て
い
る
。

　
介
護
報
酬
改
定
で
は
、
別
の

医
療
機
関
か
ら
の
情
報
提
供
に

基
づ
い
て
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
実

施
す
る
場
合
で
も
、
事
業
所
の

医
師
の
診
察
が
な
け
れ
ば
、
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
費
を

算
定
で
き
な
い
と
い
う
変
更
が

あ
っ
た
。
事
業
所
の
医
師
が
診

察
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
要
件
を
満
た
せ
ば
1
回
に

つ
き
20
単
位
を
減
算
し
た
上
で

算
定
で
き
る
規
定
が
設
け
ら
れ

た
が
、
そ
の
要
件
の
一
つ
で
あ

る
別
の
医
療
機
関
の
医
師
の
研

修
要
件
の
経
過
措
置
が
切
れ
る

3
月
末
が
、
こ
ち
ら
も
迫
っ
て

き
て
い
る
。

　
3
月
末
の
期
限
到
来
を
前
に

し
て
協
会
は
、（
一
社
）
京
都

府
理
学
療
法
士
会
、（
一
社
）

京
都
府
作
業
療
法
士
会
、（
一

社
）
京
都
府
言
語
聴
覚
士
会
と

共
同
で
、「
要
介
護
被
保
険
者

の
外
来
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
の
現

状
に
つ
い
て
」
お
よ
び
「
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
介
護

保
険
）
の
現
状
に
つ
い
て
」
と

し
て
、
実
態
把
握
を
目
的
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
。

　
結
果
の
概
要
は
以
下
の
通

り
。
詳
細
は
グ
リ
ー
ン
ペ
ー

パ
ー
№
2
6
9
（
１
月
25
日
発

行
）
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た

い
。 

　
京
都
府
内
で
要
介
護
者
の
外

来
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し

た
医
療
機
関
は
76
％
、
60
医
療

機
関
。
実
人
数
で
7
6
4
人

だ
っ
た
。
外
来
維
持
期
リ
ハ
ビ

リ
を
実
施
し
た
患
者
さ
ん
の
そ

の
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
、

「
介
護
保
険
の
リ
ハ
ビ
リ
へ
の

移
行
は
せ
ず
、
維
持
期
リ
ハ
ビ

リ
を
継
続
し
て
い
る
」
が
最
も

多
く
、
54
％
、
4
1
1
人
で

あ
っ
た
。

　
「
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
を
継
続

し
て
い
る
」
理
由
の
う
ち
、

「
医
学
的
理
由
で
医
療
機
関
で

の
リ
ハ
ビ
リ
継
続
が
望
ま
し

い
」
は
20
％
だ
っ
た
が
、
具
体

例
を
見
る
と
、
言
語
聴
覚
療
法

が
介
護
保
険
で
は
受
け
ら
れ
な

い
地
域
が
あ
る
な
ど
、
同
等
の

サ
ー
ビ
ス
が
介
護
保
険
で
は
存

在
し
な
い
た
め
に
移
行
が
で
き

な
い
事
例
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

難
病
や
透
析
の
患
者
な
ど
、
他

疾
患
に
つ
い
て
の
フ
ォ
ロ
ー
と

万
が
一
の
対
応
を
考
え
る
と
医

療
機
関
で
の
リ
ハ
ビ
リ
が
望
ま

し
い
と
の
事
例
も
あ
っ
た
。

　
京
都
府
内
で
、
自
院
で
は
診

察
で
き
ず
別
の
医
療
機
関
の
医

師
か
ら
の
情
報
提
供
を
受
け
て

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
る
事
業
所
は
62
％
、

48
事
業
所
。
実
施
人
数
は
実
人

数
1
8
6
8
人
で
、
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
人
数

に
占
め
る
割
合
は
43
％
に
上
っ

て
い
る
。

　
別
の
医
療
機
関
の
計
画
的
な

医
学
的
管
理
を
行
っ
て
い
る
医

師
が
研
修
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
実
に

92
％
、
44
事
業
所
が
「
わ
か
ら

な
い
」
と
回
答
し
た
。
別
の
医

療
機
関
の
計
画
的
な
医
学
的
管

理
を
行
っ
て
い
る
医
師
が
、
期

限
ま
で
に
研
修
要
件
を
満
た
す

こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
は
「
わ

か
ら
な
い
」「
不
可
能
だ
と
思

う
」
が
合
わ
せ
て
8
割
以
上

だ
っ
た
。

　
一
方
で
、
別
の
医
療
機
関
の

　
「
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
を
継
続

し
て
い
る
」
理
由
の
う
ち
、
最

も
多
か
っ
た
の
は
「
本
人
が
介

護
リ
ハ
ビ
リ
へ
の
移
行
を
希
望

し
な
い
」
だ
っ
た
。
し
か
し
、

本
人
が
希
望
し
て
い
な
い
か
ら

と
言
っ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
が
打
ち

切
ら
れ
て
も
よ
い
は
ず
は
な

く
、
個
別
の
背
景
に
沿
っ
て
必

要
な
リ
ハ
ビ
リ
が
継
続
で
き
る

よ
う
、
丁
寧
な
対
応
が
必
要
と

要介護被保険者の外来維持期リハビリの
現状について
○調査方法＝アンケート方式
○調査期間＝2018年10月 4 日～31日
○調査対象＝  9 月１日時点で京都府内で脳血管疾患

等リハビリテーション料あるいは運動
器リハビリテーション料の施設基準を
届け出ている212医療機関

○回 収 数＝82医療機関　○回 収 率＝38.9％

　
こ
の
ま
ま
3
月
末
を
迎
え
る

と
医
療
・
介
護
双
方
の
リ
ハ
ビ

リ
に
お
い
て
、
多
く
の
リ
ハ
ビ

リ
の
打
ち
切
り
を
生
む
こ
と
に

な
る
の
は
間
違
い
な
い
。
そ
の

よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
た
め

に
は
、
要
介
護
者
の
維
持
期
リ

ハ
ビ
リ
は
、
2
0
1
9
年
4
月

1
日
以
降
も
算
定
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。
介
護
保
険
の
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
は
、
別
の
医
療
機

関
の
医
師
が
研
修
要
件
を
満
た

し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
2
0

1
9
年
4
月
1
日
以
降
も
算
定

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
本
調
査
結
果
を
基

に
し
て
、
そ
の
旨
を
厚
労
大
臣

等
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た

い
。 

な
ろ
う
。

　
「
外
来
維
持

期
リ
ハ
ビ
リ
を

継
続
し
て
い

る
」
場
合
の
2

0
1
9
年
4
月

以
降
の
見
通
し

で
は
、「
介
護

保
険
の
リ
ハ
ビ

リ
に
移
行
で
き

る
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
は
移
行
し

て
も
ら
う
が
、

難
し
い
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
は
打

ち
切
り
と
な
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
」
が
40
％
、
18
医
療

機
関
。「
介
護
保
険
の
リ
ハ
ビ

リ
に
移
行
で
き
る
ケ
ー
ス
は
少

な
く
、
多
く
の
場
合
は
打
ち
切

り
と
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」

は
18
％
、
8
医
療
機
関
で
、
合

わ
せ
る
と
半
数
以
上
の
医
療
機

関
で
、
外
来
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ

の
打
ち
切
り
が
予
想
さ
れ
る
結

果
と
な
っ
た
。

計
画
的
な
医
学
的
管
理
を
行
っ

て
い
る
医
師
が
研
修
要
件
を
満

た
せ
な
い
場
合
、
自
院
の
医
師

が
診
察
を
行
っ
て
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、「
可
能
」
と
の

回
答
は
2
割
強
に
留
ま
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
2
0
1
9
年
4

月
以
降
の
状
況
と
し
て
「
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

を
打
ち
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
」

が
45
％
に
上
り
、「
わ
か
ら
な

い
」
と
合
わ
せ
て
8
割
弱
が
4

月
以
降
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
継
続

を
見
通
せ
な
い
事
態
と
な
っ
て

い
る
。

訪問リハビリテーション（介護保険）の
現状について
○調査方法＝アンケート方式
○調査期間＝2018年10月 4 日～31日
○調査対象＝  9 月１日時点で京都府・京都市の指定

を受けている指定訪問リハビリテー
ション事業所235カ所

○回 収 数＝89事業所　○回 収 率＝37.9％

　
協
会
は
2
0
1
8
年
12
月
18

日
の
理
事
会
で
「
妊
婦
加
算
を

『
療
養
の
給
付
』
と
し
て
価
値

あ
る
点
数
と
す
る
と
と
も
に
、

妊
婦
に
対
す
る
一
部
負
担
軽
減

を
望
む
」
理
事
会
声
明
を
決
定

し
、
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

厚
労
大
臣
、
同
副
大
臣
、大
臣

政
務
官
、
衆
参
厚
生
労
働
委
員

会
委
員
、
京
都
選
出
衆
参
国
会

議
員
、
中
医
協
会
長
、
同
委
員

に
郵
送
し
、
理
解
を
求
め
た
。

　
協
会
は
、
声
明
で
妊
婦
加
算

新
設
の
趣
旨
を
説
明
。
産
科
は

も
ち
ろ
ん
、
産
科
以
外
の
診
療

科
で
も
当
然
、
患
者
が
妊
婦
で

あ
れ
ば
診
療
に
あ
た
っ
て
配
慮

が
必
要
に
な
る
。
妊
婦
健
診
を

受
け
て
い
る
か
ど
う
か
確
認

し
、
公
費
負
担
医
療
で
受
け
ら

れ
る
制
度
が
あ
れ
ば
案
内
し
、

産
科
未
受
診
で
あ
れ
ば
紹
介
す

る
必
要
も
あ
る
。
保
険
医
は
こ

れ
ら
の
対
応
を
現
在
ま
で
当
然

の
こ
と
と
し
て
行
っ
て
き
た

が
、
こ
れ
が
「
療
養
の
給
付
」

と
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
否

定
す
る
必
要
は
な
い
。
支
払
時

に
初
め
て
分
か
っ
て
加
算
し
た

と
い
う
よ
う
な
場
合
は
例
外
と

し
て
も
、
算
定
に
関
し
て
厳
し

い
制
限
を
導
入
す
る
必
要
は
な

い
と
い
う
考
え
を
表
明
。

　
一
方
、
自
己
負
担
増
に
つ
な

が
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
医
療
保
険
制
度
が
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
現
物
給
付
た
る
「
療
養

の
給
付
」
と
し
て
一
部
負
担
割

合
が
高
す
ぎ
る
こ
と
が
根
本
的

な
問
題
で
あ
る
と
指
摘
。
政
府

に
対
し
て
、
こ
の
機
会
に
法
律

で
定
め
ら
れ
た
一
部
負
担
割
合

の
軽
減
を
検
討
す
る
べ
き
だ
と

要
請
し
た
。

　
妊
婦
加
算
等
は
12
月
19
日
の

中
医
協
で
、
厚
労
大
臣
か
ら
1

月
1
日
か
ら
の
一
時
凍
結
が
諮

問
さ
れ
、
即
日
答
申
さ
れ
た

が
、
診
療
側
委
員
は
「
診
療
報

酬
は
あ
く
ま
で
も
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
対
価
で
あ
り
、
患
者
の
自

己
負
担
は
保
険
制
度
全
体
で
議

論
す
べ
き
」
と
指
摘
。
支
払
側

委
員
も
「
中
医
協
の
議
論
の
結

果
が
政
治
の
場
に
よ
っ
て
凍
結

さ
れ
る
こ
と
は
中
医
協
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
る
残
念
な
結
果
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

シリーズ

施
設
基
準
適
時
調
査

対
策
の

ポ
イ
ン
ト

14

入
院
料
5
対
策

そ
の
2

日　時 3 月 1 日（金）
 午後 6 時30分 開場　7 時 開会
場　所 ラボール京都 第一会議室
講　師 長友 薫輝 氏（三重短期大学教授）
主　催 京都社会保障推進協議会
 「国保プロジェクト」

都道府県単位化から１年

現状と今後を検証し、
求められる運動を考える学習会

「国保」のお話し
分かりやすい

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 1 月 2 5 日第 3 0 4 2 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

医療・介護のリハビリで
４月
以降打ち切りの懸念高まる

半
数
以
上
の
医
療
機
関
で

維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
打
ち
切
り
の
見
通
し

8
割
弱
の
事
業
所
で
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

継
続
を
見
通
せ
な
い
利
用
者
あ
り

4
月
以
降
の
算
出
求
め

厚
労
省
等
に
要
望
予
定

妊
婦
加
算
の
趣
旨
に
理
解
を

  
「
療
養
の
給
付
」 と
し
て
価
値
あ
る
点
数
に



　
医
療
従
事
者
の
需
給
に
関
す

る
検
討
会
・
医
師
需
給
分
科
会

に
お
い
て
診
療
所
医
師
の
偏
在

を
は
か
る
物
差
し
と
し
て
〈
外

来
医
師
偏
在
指
標
〉
が
提
起
さ

れ
、
指
標
を
用
い
て
設
定
し
た

〈
外
来
医
師
多
数
区
域
〉
に
お

け
る
新
た
な
開
業
の
ハ
ー
ド
ル

が
示
さ
れ
た
。
報
道
に
よ
る

と
、
厚
生
労
働
省
は
「
開
業
制

限
で
は
な
い
」
と
説
明
し
て
い

る
。
し
か
し
、
今
回
の
提
案
は

我
々
の
予
測
よ
り
も
遥
か
に
直

接
的
な
開
業
規
制
策
で
あ
る
と

考
え
る
。
日
本
の
医
療
制
度
は

明
治
維
新
以
前
よ
り
、
公
的
セ

ク
タ
ー
で
は
な
く
、
民
間
の
開

業
医
を
基
盤
と
し
て
形
成
さ

れ
、
発
展
し
て
き
た
。
自
由
開

業
は
今
日
の
医
師
の
在
り
方
を

規
定
す
る
基
本
的
構
成
要
素
で

あ
り
、
時
の
政
策
に
よ
っ
て
易

々
と
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
受
け

入
れ
難
い
。
協
会
は
外
来
医
師

偏
在
指
標
を
用
い
た
新
た
な
開

業
規
制
の
撤
回
を
求
め
、
以
下

の
通
り
見
解
を
ま
と
め
た
。
2

月
8
日
実
施
予
定
の
厚
労
省
と

の
懇
談
に
お
い
て
、
下
記
の
見

解
に
基
づ
き
要
請
す
る
。

地
方
へ
の
医
療
保
障
責

任
は
国
が
果
た
す
べ
き

　
日
本
の
医
療
保
険
制
度
は
、

人
口
減
少
が
著
し
く
、
経
済
が

疲
弊
し
た
地
域
で
の
医
業
が
成

り
立
た
な
い
仕
組
み
だ
。
こ
れ

は
日
本
の
医
療
制
度
自
体
が
抱

え
る
問
題
で
あ
り
、
医
療
者
の

責
に
帰
せ
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
の
下

で
、
民
間
医
療
機
関
を
提
供
体

制
の
基
盤
と
し
て
い
る
限
り
、

医
業
が
成
立
し
な
い
地
域
で
の

医
療
保
障
は
、
国
の
責
任
に
お

い
て
果
た
す
他
に
方
法
は
な
い
。

　
し
か
し
、
1
9
9
7
年
に
構

造
改
革
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
橋

本
行
革
以
降
、
国
保
直
営
診
療

所
を
含
め
、
自
治
体
病
院
を
は

じ
め
と
す
る
公
立
病
院
へ
の
一

般
会
計
繰
入
等
が
問
題
視
さ

れ
、
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

民
間
と
同
様
の
独
立
採
算
性
・

効
率
性
・
企
業
性
が
求
め
ら
れ

た
。
結
果
、
自
治
体
病
院
は
廃

止
・
統
合
・
再
編
の
荒
波
に
晒

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
必
要
な
の
は
抑
制
的
な
公
立

医
療
機
関
政
策
を
転
換
し
、
開

業
規
制
で
は
な
く
、
公
的
セ
ク

タ
ー
に
よ
る
偏
在
是
正
策
を
進

め
る
視
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
具
体
的
に
は
、
採
算
が
と
れ

な
い
地
域
で
は
、
公
的
セ
ク

タ
ー
に
よ
る
医
療
機
関
（
診
療

所
）
の
設
立
・
経
営
を
原
則
と

し
、
公
的
責
任
に
お
い
て
医
師

確
保
を
行
う
こ
と
。

　
同
時
に
、
不
採
算
地
域
で
の

開
業
者
に
対
し
、
公
的
医
療
保

険
財
政
に
拠
ら
な
い
形
で
財
源

投
入
し
、
採
算
ラ
イ
ン
に
満
た

な
い
部
分
を
補
填
す
る
仕
組
み

の
創
設
を
提
案
し
た
い
。

地
域
再
生
へ
の

ビ
ジ
ョ
ン
を

　
医
療
が
成
り
立
た
な
い
地
域

で
は
、
い
ず
れ
人
々
は
暮
ら
し

自
由
開
業
制
の
意
義
踏

ま
え
た
政
策
立
案
を

　
日
本
に
お
け
る
自
由
開
業
制

の
歴
史
は
長
い
。
江
戸
幕
府
の

御
典
医
・
町
医
の
時
代
、
明
治

維
新
か
ら
戦
後
に
至
る
ま
で
、

自
由
開
業
制
の
も
と
で
の
開
業

医
医
療
を
基
礎
と
し
て
、
日
本

の
医
療
提
供
体
制
は
構
築
さ
れ

て
き
た
。

　
歴
史
的
に
見
て
日
本
の
医

療
・
医
術
は
、
自
由
開
業
制
と

密
接
に
結
ば
れ
て
育
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
見
直
し
は
日
本
の
医

療
政
策
の
根
本
転
換
で
あ
り
、

医
師
・
医
療
の
在
り
方
を
大
き

く
変
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
開
業
規
制
は
、
日
本
国
憲
法

に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い

う
法
理
上
の
問
題
ば
か
り
で
な

く
、
開
業
医
師
の
オ
ー
ト
ノ

ミ
ー
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ

り
、「
こ
の
地
で
医
療
を
や
り

た
い
」
と
い
う
医
師
の
情
熱
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
え
否
定

し
、
結
果
と
し
て
必
要
な
医
師

の
確
保
が
な
さ
れ
な
く
な
る
危

険
性
が
あ
る
。

「
あ
る
べ
き
医
師
数
」

掘
り
起
こ
し
を

　
偏
在
指
標
を
用
い
て
多
数
・

少
数
を
区
分
し
て
得
ら
れ
る
の

は
、
あ
く
ま
で
他
の
地
域
と
比

較
し
て
の
医
師
数
の
多
寡
で
あ

る
。
そ
れ
は
「
あ
る
べ
き
医
師

数
」
で
は
な
く
、
医
師
多
数
区

域
と
さ
れ
た
地
域
で
あ
っ
て

も
、
実
際
に
は
医
師
が
不
足
だ

「線量計が鳴る」
～元・原発技術者のモノローグ

 日　時  2 月23日（土）
 午後1時開場　2時開演
場　所  京都教育文化センター
 （京都市左京区聖護院川原町4-13）

入場料  1,000円　※当日、受付でお支払い下さい

あなたはどれだけの事実を知っていますか

 日　時  3 月10日（日） 
 午後1時30分～3時　 集会後デモ行進
場　所  円山公園音楽堂（京都市東山区円山町　円山公園内）
つくろう！ 原発ゼロ法
　山崎　誠氏（原発ゼロの会世話人・衆議院議員）
　政党からの決意表明
めざそう！原発のない社会
　安楽 知子氏（40年廃炉訴訟市民の会）
　原発賠償京都訴訟・原告団
合唱　群青（作詞・南相馬市立小高中学校2012年度卒業生　作曲・小田美樹）

主　催　バイバイ原発きょうと実行委員会
※本紙に案内チラシを同封しています。

バイバイ原発３.10 きょうと

日　時 ２月24日（日）午後５時～６時：ワイン講座　午後６時～８時：食事会
場　所 ホテルモントレ京都 2 階「エスカーレ」（京都市中京区烏丸通三条下ル　☎075-251-7111）
講　師 山本医院　山本　博 氏（左京）
参加費 会員：10,000円　家族・従業員：11,000円　
 ※アレルギーのある方等は、事前にお申し出下さい。
主　催 京都府保険医協会　 協　賛　（有）アミス

※協会ホームページ： 検索 ワイン講座 からもお申し込みいただけます。

先着
30人

～ 弦楽四重奏を聴き、演奏者とランチしましょう ～

サロンコンサート
日　時 2 月24日（日）午後 12時30分～ 3 時（開場：12時）
 ※ 演奏：12時30分～午後 1 時30分　演奏終了後、食事会
曲　目  ビバルディ「四季」より「春」ほか
場　所  ホテルモントレ京都 2 階　「エスカーレ」
参加費 会員：4,000円　家族・従業員：5,000円
 定員：先着20人・要申込
 （昼食付・２ドリンク　追加飲物は各自負担）
主　催 京都府保険医協会　 協　賛 （有）アミス

ご家族・従業員の方の参加も歓迎いたします。

ジャズを楽しむ会
日　時 3 月 2 日（土） 午後 7 時～10時（開場： 6 時30分）
場　所 ル・クラブ・ジャズ
 （京都市中京区三条通御幸町角　ありもとビル2Ｆ　☎075-211-5800）
演　奏 篠崎雅史（サックス）トリオ
　 ※ジャムセッションもあります
参加費 会員：5,000円　 家族・従業員：6,000円
 定員：先着40人・要申込
 （軽食付・2ドリンク　追加飲物は各自負担）

ワイン講座第８回 イタリア銘醸ワインを楽しむ

続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

　
国
の
な
す
べ
き
こ
と
は
、
医

療
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
医
業

が
成
り
立
た
な
い
ほ
ど
衰
退
し

た
地
域
の
再
生
策
で
あ
る
。
昨

今
の
国
の
自
治
体
政
策
は
自
治

体
消
滅
論
を
煽
り
、
自
力
で
存

続
で
き
な
い
自
治
体
の
死
を

待
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
そ
こ
に
住
民
が
い

る
限
り
、
自
治
体
は
存
続
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
必
要
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
が
公
の
責
任
に
お
い

て
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
こ
そ
が
国
が
本
来
担

う
べ
き
仕
事
で
あ
る
と
考
え

る
。

と
い
う
事
態
も
あ
り
得
る
。
つ

ま
り
偏
在
指
標
だ
け
で
は
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
医
師
が

本
当
に
不
足
し
て
い
る
か
否
か

を
把
握
す
る
こ
と
も
、
表
す
こ

と
も
で
き
な
い
。

　
医
師
需
給
分
科
会
は
2
0
1

8
年
に
医
師
需
給
推
計
を
行

い
、
将
来
の
医
師
余
剰
を
予
測

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
医
師
養

成
数
抑
制
が
既
定
方
針
と
な

り
、
医
師
数
増
な
き
偏
在
是
正

が
謳
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
同

推
計
は
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
に
基

づ
き
、
現
状
追
認
か
ら
出
発
し

た
将
来
推
計
で
あ
り
、
本
当
の

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上

で
の
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
そ
も
そ
も
国
際
的
に
見
れ
ば

日
本
の
医
師
数
が
少
な
い
こ
と

は
厳
然
と
し
た
事
実
で
あ
る
。

　
医
師
数
を
増
や
さ
な
い
こ
と

を
先
に
決
め
た
上
で
の
政
策
で

は
な
く
、
必
要
な
ら
ば
養
成
数

を
増
や
す
立
場
で
、
医
師
確
保

策
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

新
指
標
用
い
た
開
業
規
制
提
案
の
撤
回
を

見
解
ま
と
め
厚
労
省
に
要
請
へ

バイバイ原発きょうとプレ企画

中村敦夫 朗読劇

要申込
先着順

案内チラシまたは協会
ホームページからお申
し込み下さい

日　時 ２月28日（木）午後 2 時～ 4 時
講　師 ハローワーク西陣　雇用開発部長　藪下　茂 氏
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
参加費 お一人1,000円　※当日徴収　　協　賛　（有）アミス

経営対策セミナー 医院の求人と採用のコツ
～ハローワークの求人募集でどうしたら採用できるのか～

「求人広告を出しても人が集まらない」「従業員が定着しない」とお悩みの先生へ
　院長ご自身がまず、医院をどのようにしていきたいかという経営理念を再確認することが大切です。
その上で、自院の求人票を選んでもらうにはどうしたら良いか。長年、多くの経営者と関わり、現場
をよく知るハローワーク西陣の藪下氏が、最近の労働市場、求人・採用の手続きとポイントを実例を
もとに解説しアドバイスします。

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 1 月 2 5 日 第 3 0 4 2 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行



ク
レ
ー
ム
対
応
も
ス
タ
ッ
フ
指
導
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視
で

中
級
・
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会

接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会
に
参
加
し
て

 

医
療
法
人
清
祥
会
　
川
上
内
科
　
中
村 

奈
美

　
私
は
、
今
回
初
め
て
接
遇
マ

ナ
ー
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修

目
的
で
あ
る
、
接
遇
マ
ナ
ー
・

り
と
念
頭
に
置
き
、
意
識
あ
る

行
動
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ク
レ
ー
ム
と
は
苦
情

で
は
な
く
患
者
さ
ん
か
ら
の
提

案
で
あ
り
、
ま
ず
は
耳
を
傾
け

共
感
し
謝
罪
、
そ
の
後
の
迅
速

な
対
応
、
感
謝
の
言
葉
、
次
に

来
院
さ
れ
た
時
に
改
善
点
な
ど

を
報
告
す
る
。
こ
の
基
本
ス

テ
ッ
プ
を
忘
れ
ず
、
ク
レ
ー
ム

を
恐
れ
る
の
で
は
な
く
、
次
に

活
か
せ
る
行
動
を
取
る
こ
と
が

大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
指

導
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
力
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
り
、

言
葉
・
態
度
・
表
情
を
意
識
す

る
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
内
容
を
医
院
内

で
共
有
し
、
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
安
心
で
き
る
よ
り
良
い
医
院

と
な
れ
る
よ
う
、
日
々
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
度
は

こ
の
よ
う
な
意
義
の
あ
る
研
修

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

ク
レ
ー
ム
対
応
・
指
導
教
育
は

全
て
に
お
い
て
自
身
の
経
験
な

ど
か
ら
の
自
己
流
で
行
っ
て
い

た
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
改

め
て
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
意
義
の

あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

中
で
、
事
務
職
員
が
最
も
担
う

部
分
の
人
的
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
、
医
院
の
価
値
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
言
葉
に

大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
医

院
の
第
一
印
象
が
決
ま
る
重
要

な
部
署
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か

　
協
会
は
、「
ク
レ
ー
ム
対
応
、
ス
タ
ッ
フ
指
導
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
〝
中
級
コ
ー
ス
〞

医
院
・
診
療
所
で
の
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会
を
11
月
14
日
に
開
催
。
18
医
療
機
関
36
人
が

参
加
し
た
。
講
師
は
㈱
J
A
P
A
N
・
S
I
Q
協
会
の
谷
洋
子
氏
、
協
賛
は
有
限
会

社
ア
ミ
ス
。
日
頃
の
接
遇
の
改
善
点
や
相
手
に
伝
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
実
技
を
交
え
て
講
習
し
た
。
谷
氏
は
医
療
機
関
で
起
こ
る
ク
レ
ー
ム
の
原
因
と
し
て

「
話
を
聴
い
て
く
れ
な
い
」「
返
事
が
な
い
」
等
、
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
が
多
い
と
指
摘
。
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
に
は
愛
情
が
必
要
。
患
者
に
対
し
て
も
ス
タ
ッ

フ
同
士
で
も
、
情
報
伝
達
だ
け
で
は
な
く
心
を
こ
め
た
気
持
ち
の
や
り
取
り
が
肝
要
と

述
べ
た
。
以
下
に
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

まずはお隣同士で自己紹介を兼ねたコミュニケーション

　
ま
ず
、「
接
遇

と
は
も
て
な
し
で

あ
り
、
相
手
が
望

ん
で
お
ら
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
お
ら

れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
行
う
こ
と
。
無

意
識
な
言
葉
遣
い

や
行
動
を
、
意
識

あ
る
言
葉
遣
い
や

行
動
に
変
え
る
こ

と
で
、
患
者
さ
ん

へ
の
伝
わ
り
方
が

大
き
く
変
わ
り
、

医
療
従
事
者
と
し

て
の
サ
ー
ビ
ス
の

日　時 2 月12日（火）～23日（土）
 平日：午前９時～午後６時　土曜：午前９時～午後５時（日曜除く）
担　当 外村会計事務所 外村 弘樹 公認会計士・税理士
費　用 ① 作成から申告代行：20,000円
 ② 作成書類の確認から申告代行：10,000円
 ③ 作成書類の確認のみ：5,000円
※ 不動産所得や譲渡所得（株式、土地建物）がある場合は業務量に応じて別途費用が必要。
※協会未入会の方は、プラス10,000円となります。

＜お申込みの流れ＞
協会へ事前申込→協会より受付完了メール→当日、先生ご自身で税理士事務所へ
書類を持参→税理士事務所受付・対応→申告代行または確認書類のご返却

白色確定申告説明会

第 665 回 社会保険研究会

勤務医対象＜事前申込制＞ 確定申告書作成会

参加費
無料

作成から申告まで
代行します

講　師 古木 勝也 氏（古木内科医院　院長）
日　時 2 月19日（火）午後 1 時30分～ 3 時30分
場　所 福知山医師会館 2 階講堂
  （福知山市北本町二区35番地の１、☎0773-23-6039） 

※駐車場に限りがございます。

共　催 （一社）福知山医師会

「睡眠障害とその治療レビュー」

※日本医師会生涯教育講座　20．不眠　2.0単位

◆ お申し込みはグリーンペーパー№269（１月25日発行）にてお申し込み下さい。

古木先生のコメント
　日本では他の国に比べて、ベンゾジアゼピン受容体作動薬が、長期に渡って連
用されるケースが多い現状があり、2018年春の診療報酬改定で、抗不安薬、睡眠
薬の長期処方に制限（１年以上連続して同一の成分を１日あたり同一量で処方し
た場合に処方料・処方せん料に減算規定が設けられた）が加わりました。この減
算の規定ですが、すべての対象処方が減算されるというわけではなく、適切な研
修を受けた医師が行う処方、または精神科医から直近１年以内に抗不安薬・睡眠
薬について助言を受けている処方は除外されることとなっています。
　今回の講座は減算除外の研修として開催し、睡眠障害とその治療薬についてこ
れまでの知見、臨床事例などをレビュー・整理し、皆様の日頃の睡眠障害の診療
に役立てていただくよう解説します。

日　時 2 月13日（水）午後 2 時～４時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
内　容  平成30年分の白色確定申告の留意点
講　師 鴨井 勝也 税理士
協　賛 有限会社アミス

医師賠償責任保険等の
加入・変更はご連絡下さい
　2019年度（４月１日～20年４月１日）の保険の
「継続加入のお知らせ」を１月上旬にお送りしまし
た。加入型の変更やオプションの加入、病床数の変
更等は、早急に協会までご連絡下さい。加入、型変
更はいつからでもできます（保険料は月割計算）。

　産業医や学校医等の活動（職務）に係る賠償責任保険は、嘱託医としての行
為のうち、医療行為以外の活動において不測の事故が生じて損害賠償請求さ
れたことで嘱託医が被る損害について保険金をお支払いします。
　サイバー保険は、医療機関が業務を遂行するために行うネットワークの所
有、使用、管理、情報メディアの提供にあたり生じた偶然な事由または情報
の漏えいもしくはそのおそれに起因する損害に対して保険金をお支払いしま
す［損害賠償金、事故時・事故後の対策等に必要な費用の補償］。

　2019年度の案内パンフレット・
チラシを本紙に同封しました。多
様な補償をご用意していますの
で、ぜひご確認下さい。

医師賠償責任保険等の
案内パンフレットをお届け

保険医
協会の

産業医・学校医等嘱託医活動賠償責任保険
医 療 機 関 用 サ イ バ ー 保 険

2018年度
より開始

下 京 西 部
医 師 会

 1 月31日（木） 午後 2 時30分～
下京西部医師会事務所

西京医師会  2 月 1 日（金） 午後 2 時～
京都大学ローム記念館

山科医師会  2 月 7 日（木） 午後 2 時～
山科医師会館

相楽医師会  2 月 9 日（土） 午後 4 時30分～
ホテル日航奈良

左京医師会  2 月16日（土） 午後 2 時30分～
ウェスティン都ホテル

与謝・北丹
医 師 会

 2 月23日（土） 午後 3 時30分～
プラザホテル吉翠苑

綴喜医師会  3 月 9 日（土） 午後 2 時30分～
新田辺駅前CIKビル

地区医師会との懇談会
2018年度

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 1 月 2 5 日第 3 0 4 2 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行



除
菌
後
感
染
診
断
と
し
て
の
尿
素
呼
気
試
験

医療安全を
身につけるために
医療安全研修 DVD PartⅡ

定価 10,000円
京都協会会員 5,000円
他府県協会会員 7,000円
 （税込・送料別）

　本紙連載中の「憲法を考えるために」を著者の飯
田哲夫氏が、このたび自費出版しました。ブック

レット判で106頁のもので、
2007年２月の初回から18年
９月の第59回までを収載。
　ご希望の方には、著者のご
厚意で進呈します。送付の場
合は、「送料着払い」で負担
していただきます。数に限り
がありますので、ひとまず協
会までご連絡下さい。

　
随
筆
・
詩
・
短
歌
・
写

真
、
な
ん
で
も
結
構
で
す

（
8
0
0
字
程
度
）。
図
書

カ
ー
ド
贈
呈
。
ぜ
ひ
投
稿

下
さ
い
。

会
員
投
稿

募
集
中
!

　
Ｑ
、
胃
潰
瘍
の
患
者
で
あ
っ

て
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ

感
染
症
の
患
者
に
対
し
て
、
除

菌
終
了
後
2
週
間
以
上
経
過
し

て
か
ら
、
除
菌
後
感
染
診
断
と

し
て
尿
素
呼
気
試
験
を
実
施
し

た
。
そ
の
尿
素
呼
気
試
験
が
減

点
さ
れ
た
が
何
故
か
。
な
お
、

胃
潰
瘍
の
治
療
と
し
て
Ｐ
Ｐ
Ｉ

の
投
与
は
継
続
し
て
い
る
。

　
Ａ
、「
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・

ピ
ロ
リ
感
染
の
診
断
及
び
治
療

に
関
す
る
取
扱
い
」に
よ
れ
ば
、

「
ラ
ン
ソ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
等
、
ヘ

リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
に
対

す
る
静
菌
作
用
を
有
す
る
と
さ

れ
る
薬
剤
が
投
与
さ
れ
て
い
る

場
合
に
つ
い
て
は
感
染
診
断
の

結
果
が
偽
陰
性
と
な
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
除
菌
前
お
よ
び
除

菌
後
の
感
染
診
断
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
当
該
静
菌
作
用
を

有
す
る
薬
剤
投
与
中
止
ま
た
は

終
了
後
2
週
間
以
上
経
過
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
除
菌
の
た
め

の
薬
剤
が
終
了
し
て
い
て
も
、

Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
投
与
が
継
続
し
て
い

る
場
合
、
こ
の
取
扱
い
を
満
た

し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
除

菌
後
感
染
診
断
の
検
査
は
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
注
意
下
さ
い
。

（
30
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
強
度
の
自
閉
症
で
、

2
年
前
の
入
院
時
か
ら
肺
の
形

成
不
全
が
あ
り
、
過
去
2
回
の

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
誤
嚥
歴
が

あ
っ
た
。
基
礎
疾
患
と
し
て
、

閉
塞
性
細
気
管
支
炎
が
あ
り
、

感
染
症
予
防
の
た
め
に
常
時
抗

生
剤
の
服
用
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
抗
て
ん
か
ん
薬
を
は
じ
め

と
し
て
精
神
薬
の
服
用
が
必
要

で
胃
の
粘
膜
に
常
時
負
担
が
か

か
っ
て
い
る
た
め
、
今
回
、
胃

透
視
検
査
を
施
行
し
た
。
検
査

終
了
直
後
に
検
査
技
師
か
ら
両

さ
れ
、
そ
の
ま
ま
Ａ
医
療
機
関

に
入
院
と
な
っ
た
。
食
事
は
経

口
摂
取
だ
っ
た
が
、
38
℃
台
の

発
熱
が
認
め
ら
れ
、
排
尿
も
な

く
、
絶
食
し
て
抗
生
剤
の
点
滴

を
施
行
し
た
。
翌
日
に
は
さ
ら

に
状
態
が
悪
化
。
酸
素
マ
ス
ク

を
着
用
、
痰
吸
引
の
処
置
を
施

行
し
た
が
、
そ
の
翌
日
に
死
亡

し
た
。
死
因
は
誤
嚥
性
肺
炎
と

さ
れ
た
。

　
医
療
機
関
は
、
患
者
が
誤
嚥

し
や
す
い
こ
と
は
認
識
し
て
お

り
、
過
去
に
2
回
誤
嚥
歴
も
あ

る
こ
と
か
ら
慎
重
に
胃
透
視
検

査
を
実
施
し
た
つ
も
り
で
あ
っ

た
が
、
結
果
的
に
誤
嚥
性
肺
炎

と
な
っ
た
。
検
査
実
施
を
事
前

に
患
者
の
両
親
に
伝
え
て
い
な

か
っ
た
の
は
説
明
義
務
違
反
に

当
た
る
と
し
て
一
部
過
誤
を
認

め
て
謝
罪
を
し
た
。
な
お
、
患

者
は
今
回
の
医
療
事
故
に
遭
遇

し
な
け
れ
ば
、
余
命
は
一
般
と

変
わ
ら
な
い
程
度
に
生
き
ら
れ

た
可
能
性
が
高
い
。

　
患
者
側
は
、
賠
償
金
を
要
求

し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
ま
ず
、
胃
透
視
検
査
の
適
応

に
つ
い
て
、
医
療
機
関
側
は
、

患
者
が
誤
嚥
し
や
す
い
状
態
に

あ
っ
た
こ
と
は
認
識
し
て
お

り
、
慎
重
に
検
査
し
た
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
、

バ
リ
ウ
ム
を
ゆ
っ
く
り
飲
ま
せ

る
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
し
て
い
な

か
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
に
も
特
段

の
注
意
を
促
さ
ず
、
血
液
検
査

も
事
前
に
し
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
検
査
技
師
は
検
査
中
に

誤
嚥
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

て
、
も
っ
と
早
い
段
階
で
医
師

に
連
絡
を
し
、
検
査
を
中
止
す

る
べ
き
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
な

お
、
検
査
は
ほ
と
ん
ど
終
了
し

て
い
た
。
患
者
は
強
度
の
精
神

疾
患
が
あ
り
精
神
薬
を
多
用
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
麻
酔
下
で

の
胃
カ
メ
ラ
検
査
の
実
施
は
逆

に
リ
ス
ク
が
高
い
。
胃
透
視
検

査
自
体
に
は
適
応
が
あ
っ
た
と

判
断
で
き
る
。
患
者
家
族
は
胃

透
視
検
査
を
す
る
こ
と
を
事
前

に
知
ら
さ
れ
て
い
れ
ば
、
過
去

に
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
必
ず
拒
否
し
た

気
管
支
に
バ
リ
ウ
ム
が
流
入
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
要
観
察
と

し
た
。
こ
の
時
点
で
は
顔
色
や

呼
吸
に
異
常
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
3
時
間
後

に
身
体
全
体
に
震
え
が
生
じ
顔

色
も
悪
化
。
検
査
の
結
果
、
血

圧
1
2
4
／
72
、
脈
拍
90
、
体

温
37
・
6
℃
で
あ
っ
た
。
他
の

Ａ
医
療
機
関
を
受
診
し
た
結

果
、
肺
炎
治
療
が
必
要
と
判
断

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
88

死
亡
に
至
っ
た
誤
嚥
性
肺
炎

該
医
療
機
関
で
誤
嚥
し
た
こ
と

に
よ
り
、
患
者
の
体
力
が
極
端

に
落
ち
て
、
再
度
誤
嚥
し
や
す

い
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は

推
測
が
で
き
る
。
し
た
が
っ

て
、
死
亡
と
の
因
果
関
係
も
若

干
は
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
最
後
ま
で
Ａ
医
療
機
関
で

の
患
者
の
様
子
が
不
明
で
あ

り
、
死
亡
と
の
因
果
関
係
が
明

確
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
当

該
医
療
機
関
が
Ａ
医
療
機
関
を

巻
き
込
み
た
く
な
い
と
の
意
向

か
ら
、
当
該
医
療
機
関
の
み
で

示
談
し
た
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
が
過
誤
を
認
め

る
と
同
時
に
、
死
亡
と
の
因
果

関
係
に
つ
い
て
も
一
部
容
認
し

て
、
賠
償
金
を
支
払
い
示
談
し

た
。

　
ゲ
ノ
ム
編
集
は
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｐ

Ｒ
―
C
a
s
9
（
ク
リ
ス
パ
ー

キ
ャ
ス
ナ
イ
ン
）
と
い
う
技
術

が
2
0
1
3
年
に
登
場
し
て
、

容
易
に
目
的
と
す
る
遺
伝
子
を

壊
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ク
リ
ス
パ
ー
キ
ャ

ス
ナ
イ
ン
は
、
特
定
の
遺
伝
子

へ
の
案
内
役
（
ガ
イ
ド
Ｒ
Ｎ

Ａ
）
と
遺
伝
子
を
壊
す
ハ
サ
ミ

の
役
割
を
持
っ
た
酵
素
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、
導
入
し
た
い
遺
伝
子
を
プ

ラ
ス
ミ
ド
（
自
然
界
に
存
在
す

る
環
状
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
に
挿
入
し

て
改
編
す
る
と
い
う
技
術
で
、

こ
れ
ま
で
の
遺
伝
子
組
み
換
え

技
術
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
精

度
は
大
き
く
向
上
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
目
的
の
遺
伝
子

以
外
に
標
的
配
列
に
似
た
配
列

で
意
図
せ
ず
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
切
断
し

変
異
を
起
こ
す
場
合
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト

変
異
と
い
い
、
思
わ
ぬ
結
果
を

も
た
ら
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
生

物
に
応
用
さ
れ
、

例
え
ば
ミ
オ
ス
タ

チ
ン
遺
伝
子
と
い

う
筋
肉
量
を
制
御
す
る
遺
伝
子

を
壊
す
こ
と
で
、
筋
肉
量
の
制

御
を
な
く
し
、
成
長
を
早
く
、

よ
り
大
き
く
す
る
魚
や
家
畜
が

誕
生
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
は
そ
の
生
命
体
に
と
っ
て

「
奇
形
」
を
作
る
こ
と
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
作
物
で
は
ス
ル

ホ
ニ
ル
ウ
レ
ア
（
Ｓ
Ｕ
）
系
の

除
草
剤
を
ま
い
て
も
枯
れ
な
い

ナ
タ
ネ
、
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
を

含
ま
な
い
大
豆
、
変
色
し
な
い

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
、
有
毒
な
ソ

ラ
ニ
ン
を
減
ら
し
た
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
繊
維
分
を
増
や
し
た
小
麦

な
ど
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
畜
で
は
、
肉
量
の
多
い
牛
や

豚
、
感
染
症
に
強
い
豚
、
角
を

持
た
な
い
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牛
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
遺
伝
子
治
療

で
も
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
が
使
わ

れ
て
い
て
、「
生
体
内
遺
伝
子

治
療
」
と
「
生
体
外
遺
伝
子
治

療
」
と
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

り
ま
す
。
遺
伝
子
治
療
は
、
正

常
型
遺
伝
子
を
組
み
込
ん
だ
ウ

イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
プ
ラ
ス
ミ
ド

Ｄ
Ｎ
Ａ
な
ど
を
直
接
あ
る
い
は

間
接
的
に
投
与
し
ま
す
。
し
か

し
、
必
ず
し
も
研
究
者
の
想
定

通
り
に
は
な
ら
な
い
し
、
オ
フ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
変
異
も
あ
り
ま

す
。
ど
ん
な
に
配
慮
し
て
も
、

人
体
へ
の
介
入
に
は
リ
ス
ク
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
厳
し
い
臨

床
試
験
の
末
、
販
売
が
承
認
さ

れ
た
遺
伝
子
治
療
剤
は
た
っ
た

七
つ
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。
生

殖
医
療
で
は
、
2
0
1
5
年
、

世
界
初
の
ゲ
ノ
ム
編
集
を
使
っ

た
ヒ
ト
受
精
卵
の
遺
伝
子
改

変
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
ザ
イ

ナ
ー
・
ベ
ビ
ー
」
の
論
文
が
中

国
の
中
山
大
学
グ
ル
ー
プ
か
ら

報
告
さ
れ
、
生
命
倫
理
の
問
題

を
抱
え
る
大
き
な
衝
撃
を
世
界

に
与
え
ま
し
た
。

　
ゲ
ノ
ム
編
集
で
開
発
が
進
ん

で
い
る
の
が
操
作
作
物
・
食
品

で
す
。
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物

を
開
発
し
た
モ
ン
サ
ン
ト
社
な

ど
の
多
国
籍
企
業
は
、
そ
の
開

発
力
で
世
界
の
種
子
市
場
を
独

占
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
多
国

籍
企
業
の
合
併
や

買
収
が
相
次
ぎ
、

ド
イ
ツ
の
化
学

メ
ー
カ
ー
バ
イ
エ

ル
社
が
米
国
モ
ン

サ
ン
ト
と
、
中
国

化
工
集
団
公
司
が
ス
イ
ス
に
本

拠
を
置
く
シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
社

と
、
米
デ
ュ
ポ
ン
社
と
米
ダ

ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
社
が
経
営
統
合

し
、
資
産
1
0
0
億
ド
ル
を
超

え
る
三
つ
の
巨
大
企
業
が
種

子
・
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
世

界
規
模
の
寡
占
状
態
を
形
成
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

環
境
問
題
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こ
の
メ
ガ
合
併
と
と
も
に
遺

伝
子
組
み
換
え
技
術
に
取
っ
て

代
わ
る
ゲ
ノ
ム
編
集
で
、
特
許

権
争
い
が
熾
烈
に
な
っ
て
い
ま

す
。
特
許
を
制
す
る
も
の
が
種

子
を
支
配
し
、
種
子
を
制
す
る

も
の
が
食
料
を
支
配
し
ま
す
。

日
本
は
残
念
な
が
ら
、
昨
年
4

月
「
種
子
法
」
廃
止
を
国
会
で

決
定
し
ま
し
た
。
種
子
法
は
、

稲
や
小
麦
、
大
豆
な
ど
主
要
穀

物
の
優
良
な
種
子
の
生
産
に
つ

い
て
国
と
都
道
府
県
の
責
任
を

定
め
た
法
律
で
、
民
間
企
業
の

投
資
意
欲
を
阻
害
す
る
と
い
う

理
由
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
近

い
将
来
、
種
子
を
握
る
多
国
籍

企
業
が
日
本
の
農
業
を
支
配

し
、
現
在
38
％
の
食
料
自
給
率

が
さ
ら
に
低
下
し
、
食
料
危
機

に
陥
る
日
が
来
な
い
こ
と
を
祈

る
ば
か
り
で
す
。

　（
環
境
対
策
委
員

 

山
本 

昭
郎
）

金
融
共
済
委
員
会

（
12
／
19
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
2
件
、
加
入
審
査

1
件
を
審
査
し
全
件
可
決
し
ま

し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
3
件
の
案
件
に
つ
い
て
実
行

報
告
し
ま
し
た
。

ゲ
ノ
ム
編
集
と
種
子
法
廃
止

と
し
て
、
説
明
義
務
違
反
に
つ

い
て
も
問
責
し
て
い
る
が
、
胃

透
視
検
査
し
か
検
査
法
が
な

か
っ
た
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い

て
過
誤
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
事
後
処
置
に
つ
い
て
は
、

事
故
直
後
に
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

を
撮
り
、
バ
イ
タ
ル

の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
べ

き
だ
っ
た
と
考
え
る

が
、
実
施
し
て
い
な

か
っ
た
。

　
次
に
死
亡
と
の
因

果
関
係
で
あ
る
が
、

Ａ
医
療
機
関
の
カ
ル

テ
に
入
院
後
に
改
め

て
誤
嚥
を
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
該
医

療
機
関
の
バ
リ
ウ
ム

に
よ
る
誤
嚥
と
死
亡

と
の
因
果
関
係
は
完

全
に
あ
る
と
は
言
え

な
い
。
た
だ
し
、
当
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丹
後
半
島
の
最
北
端
に
位
置

す
る
経
ヶ
岬
に
は
白
亜
の
灯
台

が
建
つ
。
1
8
9
8
年
（
明
治

31
年
）
に
で
き
た
。
こ
こ
へ
は

宮
津
か
ら
路
線
バ
ス
で
行
け

る
。
名
は
丹
海
バ
ス
経
ヶ
岬

線
。
宮
津
か
ら
天
橋
立
、
伊
根

な
ど
を
経
て
、
途
中
の
ん
び
り

海
、
山
を
見
な
が
ら
の
2
時
間

4
0
0
円
。
伊
根
ま
で
の
1
時

間
は
外
国
人
観
光
客
で
込
み
合

う
が
、
そ
こ
か
ら
先
の
1
時
間

は
乗
客
が
誰
も
い
な
く
な
る
神

秘
の
バ
ス
だ
。
近
年
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
に
バ
イ
パ
ス
道
路
が
で

き
た
が
、
伊
根
町
蒲
入
か
ら
先

は
、
何
十
年
も
前
か
ら
変
わ
ら

な
い
狭
い
海
岸
道
路
が
続
く
。

こ
の
辺
り
は
カ
マ
ヤ
海
岸
と
呼

ば
れ
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。 　

経
ヶ
岬
付
近
で
は
、
フ
リ
ー

乗
降
と
言
っ
て
バ
ス
停
以
外
の

場
所
で
も
乗
降
で
き
る
。
バ
ス

が
見
え
た
ら
大
き
く
手
を
振
れ

ば
い
い
。
1
日
4
便
し
か
な

く
、
経
ヶ
岬
に
着
い
て
も
バ
ス

停
が
あ
る
だ
け
で
、
雨
風
を
し

の
ぐ
建
物
や
売
店
な
ど
何
も
な

い
の
で
無
計
画
に
バ
ス
に
乗
ら

な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
停
留
所

背
景
に
真
っ
白
な
神
々
し
い
お

姿
。
海
抜
1
4
0
メ
ー
ト
ル
、

前
に
は
海
が
2
1
0
度
広
が

り
、
地
球
が
丸
い
の
が
わ
か

る
。
灯
台
の
透
明
な
レ
ン
ズ
に

透
明
な
空
気
と
海
、
み
ん
な
透

明
に
な
っ
て
一
つ
に
溶
け
合
う
。 　

経
ヶ
岬
灯
台
に
は
別
の
楽
し

み
方
が
あ
る
。
夜
中
に
来
て
駐

車
場
に
車
を
停
め
よ
う
。
こ
こ

か
ら
灯
台
は
見
え
ず
、
周
り
に

明
か
り
が
な
い
か
ら
辺
り
は

真
っ
暗
。
そ
こ
で
真
っ
黒
な
上

空
を
し
ば
ら
く
見
上
げ
て
い
る

と
、
灯
台
か
ら
の
明
か
り

が
光
の
束
と
な
っ
て
現

れ
、
灯
台
の
回
転
と
と
も

に
光
の
束
は
空
の
彼
方
へ

移
動
し
て
ゆ
く
。
ま
る
で

Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
音
も
な
く
現

れ
、
去
っ
て
ゆ
く
よ
う
に

見
え
る
。

　
こ
の
現
象
が
起
こ
る
に

は
四
つ
の
条
件
が
い
る
。

①
灯
台
の
光
が
強
い
こ
と

②
灯
台
が
直
接
見
え
な
い

こ
と
③
回
転
式
で
あ
る
こ

と
④
灯
台
の
位
置
が
目
線

よ
り
ず
っ
と
上
に
あ
る
こ
と
。

　
こ
こ
の
灯
台
は
全
国
で
5
台

し
か
な
い
最
高
級
の
第
1
等
フ

ラ
ン
ス
製
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
を

使
用
し
て
い
る
。
光
源
は
メ
タ

ル
ハ
ラ
イ
ド
ラ
ン
プ
と
や
ら
を

使
用
し
、
光
達
距
離
は
40
㎞
と

か
。
な
ん
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
、
そ
こ
ら
に
あ
る
灯
台
よ

り
桁
違
い
に
明
る
い
こ
と
は
確

か
だ
。
こ
ん
な
強
烈
な
光
だ
か

ら
こ
そ
U
F
O
現
象
が
起
こ

る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
①
〜

④
の
条
件
を
揃
え
た
灯
台
は
、

私
の
知
る
限
り
で
は
こ
こ
だ
け

だ
。

を
降
り
て
か
ら
灯
台
前
の
駐
車

場
ま
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
を
歩

い
て
25
分
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に

灯
台
ま
で
15
分
で
あ
る
。

　
普
通
経
ヶ
岬
に
は
自
動
車
で

行
く
。
最
寄
り
の
駐
車
場
に
着

い
て
も
灯
台
は
ま
だ
見
え
ず
、

そ
こ
か
ら
山
道
を
15
分
歩
く
こ

と
に
な
る
。
す
る
と
期
待
し
て

い
た
の
よ
り
ず
っ
と
美
し
い
灯

台
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。

晴
れ
た
日
に
は
真
っ
青
な
海
を

　
日
　
時　
2
月
23
日
（
土
） 

午
後
3
時
10
分
〜
6
時

　
場
　
所　
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ

ン
セ
ス
京
都
3
階
「
ロ
ー
ズ
の

間
」 

　
越
智
純
子
氏
（
享
年
65
、
伏

見
）
12
月
30
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

第
1
1
2
回

 

京
都
実
地
医
家
の
会

辻
　
俊
明
（
西
陣
）

第 5 話

丹
後
半
島
心
の
原
風
景

白
亜
の
灯
台
が
美
し
い
経
ヶ
岬

　
会
　
費　
1
0
0
0
円

　
内
　
容　
講
演
Ⅰ
「
一
歩
進

ん
だ
帯
状
疱
疹
の
診
断
・
治
療

〜
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
を
避
け
る

コ
ツ
〜
」
小
野
文
武
氏
（
佐
曽

利
ひ
ふ
科
医
院
院
長
）、
座
長・

堀
直
樹
氏
（
堀
医
院
院
長
）／

講
演
Ⅱ
「
ス
キ
ン
ケ
ア
最
新
情

報
」五
十
嵐
敦
之
氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
関
東
病
院
皮
膚
科
部

長
）、座
長
・
小
西
啓
介
氏
（
小

　
保
険
医
年
金
の

幹
事
会
社
で
、
ド

ク
タ
ー
フ
ァ
ミ

リ
ー
保
障
プ
ラ

ン
・
グ
ル
ー
プ
保

険
な
ど
の
引
受
会

社
で
あ
る
三
井
生

命
保
険
株
式
会
社

は
、
2
0
1
9
年

4
月
1
日
よ
り

「
大た

い
じ
ゅ樹
生
命
保
険

株
式
会
社
」
に
社

名
を
変
更
し
ま
す
。

　
社
名
変
更
に
伴
う
契
約
内
容

等
の
変
更
は
な
く
、
会
員
各
位

の
特
段
の
手
続
き
も
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス
体
制

な
ど
は
従
来
通
り
で
す
の
で
、

ご
安
心
下
さ
い
。

　
こ
の
「
大
樹
」
に
は
「
し
っ

か
り
と
大
地
に
根
を
張
り
、

し
っ
か
り
と
お
客
さ
ま
を
守

り
、
寄
り
添
っ
て
い
く
」
と
い

う
初
代
社
長
よ
り
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
経
営
哲
学
「
い

つ
の
時
代
も
、
お
客
さ
ま
の
た

め
に
あ
れ
」
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
大
樹
生
命
は
、
2
0
1
5
年

の
日
本
生
命
と
の
経
営
統
合
に

西
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

　
共
　
催　
京
都
実
地
医
家
の

会
（
連
絡
先
：
☎
0
7
5
・
5

8
1
・
0
0
2
4　
医
療
法
人

社
団
片
岡
医
院
）、
マ
ル
ホ
株

式
会
社

　
※
会
終
了
後
に
意
見
交
換
の

場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
※
日
医
生
涯
教
育
講
座
（
申

請
中
）
2
単
位
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
コ
ー
ド
：
12
地
域
医
療
0
・

5
単
位
、
26
発
疹
0
・
5
単

位
、
15
臨
床
問
題
解
決
の
プ
ロ

セ
ス
0
・
5
単
位
、
42
胸
痛

0
・
5
単
位

　
協
会
は
12
月
21
日
、
会
員
病

院
幹
部
職
員
向
け
の
「
医
療
政

策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
二
つ

の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
51
人

が
出
席
し
た
。

　
「
対
象
は
病
床
か
ら
医
師
へ

―
地
域
医
療
構
想
、
医
師
偏

在
、
働
き
方
改
革
―
」
で
は
、

国
保
都
道
府
県
化
に
よ
り
都
道

府
県
単
位
の
医
療
費
管
理
の
枠

組
み
が
完
成
。
地
域
医
療
構
想

達
成
に
向
け
て
は
国
に
よ
る
テ

コ
入
れ
が
始
ま
っ
て
い
る
と
し

た
。
地
域
医
療
構
想
が
病
床
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
用
い
ら
れ
る
一

方
、
18
年
7
月
成
立
の
医
療

法
・
医
師
法
の
改
正
に
よ
り
、

医
師
数
と
配
置
に
つ
い
て
法
的

な
介
入
を
可
能
に
し
た
と
指

摘
。
医
師
偏
在
指
標
を
用
い
て

偏
在
を
「
見
え
る
化
」
し
、
医

師
の
多
い
地
域
か
ら
医
師
の
少

な
い
地
域
へ
移
動
さ
せ
る
方
法

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
働
き
方

改
革
に
お
い
て
も
、
他
職
種
の

時
間
外
労
働
時
間
規
制
よ
り
も

医
師
に
は
緩
和
し
た
規
制
を
適

用
す
る
考
え
で
あ
り
、
医
師
総

数
を
増
や
さ
な
い
こ
と
を
前
提

に
医
師
需
給
が
推
計
さ
れ
て
い

る
等
と
解
説
し
た
。

　
「
様
式
9
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
」

で
は
、
入
院
基
本
料
等
の
看
護

要
員
配
置
の
管
理
に
必
要
な
施

設
基
準
届
出
添
付
書
類
様
式
9

に
つ
い
て
、
申
し
送
り
時
間
の

う
ち
申
し
送
る
側
の
時
間
は
、

同
一
入
院
基
本
料
単
位
、
か
つ

月
単
位
で
統
一
す
る
必
要
が
あ

る
も
の
の
、
時
間
数
に
計
上
し

て
も
し
な
く
て
も
ど
ち
ら
で
も

よ
く
な
っ
た
点
等
、
18
年
度
改

定
で
の
変
更
点
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
作
成
に
当
た
っ
て
留
意
し

て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

し
た
。

　
病
院
幹
部
職
員
向
け
に
開
催

す
る
本
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
は
、

毎
回
会
員
病
院
宛
に
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
い
る
。

医療提供者への改革進むと警鐘
病院幹部向け 医療政策セミナー

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で

開
催
す
る
の
で
、
案
内
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

三
井
生
命
が
社
名
変
更

保
険
医
年
金

よ
り
経
営
の
安
定
化
と
強
化
を

図
り
、
日
本
生
命
グ
ル
ー
プ
の

一
員
で
あ
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
三
井
グ
ル
ー
プ
各
社
と
も

良
好
な
関
係
を
維
持
・
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
医
年
金
が
三
井
生
命
・

旧
安
田
生
命
（
現
在
の
明
治
安

田
生
命
）
か
ら
始
ま
り
、
現
在

の
よ
う
な
加
入
者
数
約
5
万
3

0
0
0
人
、
積
立
金
総
額
1
兆

2
5
0
0
億
円
を
超
え
る
ま
で

の
日
本
有
数
の
私
的
年
金
に
発

展
し
た
の
も
、
三
井
生
命
を
は

じ
め
と
す
る
受
託
生
保
会
社
の

協
力
の
お
陰
で
す
。
特
に
幹
事

会
社
の
三
井
生
命
に
は
制
度
の

発
展
の
た
め
、
常
に
保
険
医
協

会
と
と
も
に
あ
り
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
社
名
変
更
を
機
に
、
心
機
一

転
出
発
す
る
「
大
樹
生
命
保
険

株
式
会
社
」
を
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

機関紙コンクールで最優秀賞
　日本機関紙協会京滋地方本部が主催する
2018京都・滋賀機関紙・誌コンクールで、京
都保険医新聞第3033号が「市民団体・民主
団体の機関紙」の最優秀賞を受賞しました。

丹後半島

北部医療
センター 天橋立

宮津

伊根町
178
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経ヶ岬

カマヤ海岸

２月のレセプト受取・締切
基
金
国
保

８日
（金）

９日
（土）

10日
（日） 労

災

12日
（火）

― ○ ◎（※） ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  国保８時30分～17時15分
　　　　   労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

広
々
と
し
た
駐
車
場
。

こ
こ
か
ら
も
海
が
見
え
る

近くまで行けば灯台のレンズも見ることができる

経
ヶ
岬
の
バ
ス
停

集約した署名がお手元にありました
ら、１月末までに協会へお送り下さ
い。なお、引き続き、同署名に取り
組みます。ご協力をお願いします。

2月8日 署名を提出します

保険利用者の手続きは不要

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 1 月 2 5 日第 3 0 4 2 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 6 )毎月10日･25日発行
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